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2013年大腸癌初回手術症例 検討



2013年大腸グループ手術症例

196症例
初発大腸癌１32例

他手術（人工肛門、イレウス、小腸腫瘍など） 64例



大腸癌初回手術症例
１32例

腹腔鏡下手術 LAC 123例 93.2%

開腹手術9例 6.8%
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Stage別症例数

Stage 0 3例（ 2.3%）

Stage Ⅰ 33例（25.8%）

Stage Ⅱ 38例（29.7%）

Stage Ⅲa 23例（18.0%）

Stage Ⅲb 6例（ 4.7%）

Stage Ⅳ 25例（19.5%）



縫合不全G3症例 検討

6例（4.5%) /132例
T-colon：1例、S-colon：2例、Rs：1例、Rb ：2例



腹腔鏡手術 開腹移行

5例(4.1%) /123例
4例 癒着 剥離困難 解剖同定困難
1例 術中合併症

術前金属 留置例

10例(7.6%) /132例
9例 腹腔鏡手術 施行



大腸癌
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業績その他



論文
• 邦文原著：3
大腸ステントBTS症例における大腸閉塞スコアCROSSの有用性の検討

大腸狭窄に対する大腸用Ｎｉｔｉ-S stentの成績

１％クロルヘキシジンアルコール液による術野消毒の安全性に関する前向き検討

• 総説：12
外科医になるべき3つの理由

大腸癌狭窄に対する大腸用ステント留置術

大腸狭窄に対するステント治療の現状と展望

腸閉塞を解消する大腸ステントによる最新治療

大腸ステント留置術と看護上の留意点

下部消化管狭窄に対するステント留置術

レジデント・ノート 専門医がわかりやすく解説 Ｑ.大腸ステントが2012年から保険収
載されましたが、その有効性・安全性は？

手技の解説 大腸ステント

直腸脱に対する腹腔鏡下手術

大腸狭窄に対するステント治療の現状と展望

大腸憩室はどのような病気ですか？ Q＆A

大腸癌イレウスの対策 -経肛門的イレウス管留置vs大腸ステント留置-



• 症例報告：2
腸重積を伴う小腸inflammatory fibroid polyp を単孔式腹腔鏡下術で切除した１例

直腸難治性縫合不全瘻孔部をOTSC®Systemで内視鏡的に閉鎖した１例

• メディアなど：2
病院の実力 大腸がん患者の早期復帰 金属ステント治療で支援

書評

• 講演：13

• 司会・座長：27

• 主題発表：4



斉田芳久教授就任祝賀会

2013年9月6日 グランドハイアット東京にて開催しました。

330名の方々にご参加いただきました。この場を借りて御礼
申し上げます。



主催研究会

• 研究事務局：

大腸ステント安全手技研究会

代表世話人 斉田芳久

URL：http://colon-stent.com/


